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受賞者氏名：建部 洋晶（海洋研究開発機構） 

研究業績：気候モデルの開発および全球海洋モデルの高度化と気候変動メカニズム研究の推進 

選定理由： 

過去の気候変動の理解、近未来の気候変動予測、および将来の人為起源温室効果ガスの排出経

路に応じた気候システム変化の推定には、全球気候モデルのように大規模なシミュレーションツ

ールの活用が不可欠である。 

建部洋晶氏は、日本の大学/研究機関ベースの全球気候モデルである MIROC6（Model for 

Interdisciplinary Research on Climate version 6）の開発を統括し、CMIP6 実験実施およびデータ

創出をとりまとめることで、IPCC 報告書のみならず多様な気象・気候研究に活用できるデータ

を国内外に広く提供し、気象学の発展に大きく貢献してきた。また、気象学に隣接する海洋物理

学分野においても、MIROC6 を自ら用いて数値実験を実施することで、以下に述べるような優れ

た研究成果をあげている。 

建部氏は、学位を取得して以来、海洋モデリングを中心に北太平洋の海洋循環の力学に関する

研究を行ってきた[業績 1,2]。その後、気候モデル MIROC の開発チームに加わり、海洋海氷デー

タ同化技術を開発し[3,8]、観測データで初期値化されたモデルを用いた事後予測実験でエルニー

ニョの予測可能性に関する新たな知見を得た[5]。2013 年からは、MIROC 開発の中心となって

大気モデル・海洋モデルの高度化だけでなく、それらを結合した際の調整作業を行い、系統誤差

の低減に尽力して現実的な気候変動が再現できるモデルに仕上げた。 

建部氏はこのモデルを用いて自ら多様な数値実験を実施し、海洋物理学の観点から長期気候変

動に関する多くの研究成果をあげている。まず、太平洋十年規模変動のメカニズムについて、南

太平洋低緯度亜表層の変動が熱帯太平洋における十年規模および二十年規模の変動の起源となっ

ていることを示し、十年規模変動に対しては南太平洋上の風応力変化に対する海洋波動伝播が、

二十年規模変動に対しては南太平洋東部亜熱帯モード水形成領域からの移流が主要なコントロー

ル要因であること、また、西岸境界流による熱輸送と海面水温フロントへの大気応答がもたら

す海洋熱輸送の間に負のフィードバックが存在することを示した[4,6]。一方、大西洋の数十年

規模変動に関しては、人為起源硫酸エアロゾルの寄与が重要であること、亜寒帯域に限っては北

大西洋振動に関連した海面水温変動が支配的であることを示した[10]。さらに北太平洋の海面水

位変動について、北太平洋における海面水位上昇の局所性に関する要因分析を行い、西部亜熱帯

北太平洋（日本南岸）では従来の指摘と異なり、亜熱帯モード水の昇温と移流が支配的であるこ

とを示した[12]。以上に加えて、海洋深層の混合過程が気候に与える影響について、最新の観測

と理論に基づいて得られた乱流混合強度分布を大気海洋結合大循環モデルに取り入れることによ

り、南大洋深層の乱流混合が太平洋深層循環への影響を通して南大洋上の海氷分布に作用し、さ

らにその影響が海洋にとどまらず全球平均気温や南半球偏西風などにも有意に及ぶことを示した

[7]。近年は、CMIP6 実験のための正式版モデルである MIROC6 の開発を完了し、これを用いて

近未来気候変動予測や気候変動メカニズム研究などを行っている[9,11,14]。 

建部氏は、MIROC6 の開発にあたって、並行して開発されていた地球システムモデル MIROC-



ES2L と物理気候部分を共通化し、気候科学から地球システム科学までを統一的に研究できるフ

レームを整備した。その結果、MIROC6 の初期値化システムを MIROC-ES2L へ移植して事後予

測実験を実施することで、気温・水温のような物理変数だけでなく、炭素フラックスなどまで予

測する国内で初めてとなる地球システム予測を可能にした[13]。こうした境界領域の研究は今後

も発展することが期待される。 

このように、建部氏が行ってきた海洋物理学の知見に基づく気候モデルの開発は、今後の気候

研究の発展につながるものであり、それらのモデルを用いた気候システムのシミュレーションデ

ータは、広い範囲のユーザーに研究の機会を提供することで気象学に重要な貢献をすると認めら

れる。 

以上の理由により、日本気象学会は建部洋晶氏に 2022 年度堀内賞を贈呈するものである。 
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